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趾蹠皮膚炎（Footpad dermatitis : FPD）は，趾蹠と床の接触によりびらん，潰瘍および痂皮を生ずる接

触性皮膚炎で，平床飼育のブロイラー鶏に好発する［1］。鶏舎の換気不足に起因する敷料の高湿潤度

等の飼養環境の悪化が本病の誘因となることから，FPD の程度は EU で動物福祉の指標の１つとして検

討されている［1］。動物福祉は，牛海綿状脳症の発生以降，食の安全性の観点からも注目されているが

［2］，ブロイラー鶏の動物福祉と食鳥肉衛生の関連について検討した報告は少ない。 

この報告では，宮城県内の 1 大規模食鳥処理場へ搬入されたブロイラー鶏の FPD の程度を明らかに

するとともに，FPD と食鳥検査における廃棄率並びに腸管内カンピロバクター保有率との関連について

調査したのでその概要を述べる。 

 

材料及び方法 

FPD スコアと廃棄率の測定：2021 年 1 月から 12 月に宮城県内の 1 食鳥処理場へ搬入されたブロイラ

ー鶏（43～52 日齢，チャンキー種，無鑑別）27 農場由来 80 群（3,829-14,353 羽）の各群 100 羽の趾蹠

について，Hashimoto ら［8］の方法に従い FPD の程度を 0-3 の４段階にスコア化した。各群 100 羽のスコ

アを積算し 100 で除した値をその群の FPD スコアとした。各群の廃棄率は食鳥処理法に基づき全部廃棄

された羽数を処理羽数で除して算出した。なお，湯漬過度等の処理工程に起因する廃棄は集計から除

いた。 

細菌学的検査：80 群のうち 24 群について，各群 10 羽の盲腸内容物を材料として常法に従いカンピロ

バクター属菌の分離培養検査を実施した。すなわち，盲腸内容物を m-CCDA 培地へ画線塗抹し 42℃で

48時間微好気培養し，疑わしいコロニーのグラム染色によりグラム陰性らせん状桿菌を確認後， PCR［5］

により菌種を同定した。 

統計学的解析：全ての統計処理に EZR［6］を使用した。各群の FPD スコアと食鳥検査の廃棄率につ

いて，廃棄率を対数変換し Q-Q プロットで正規性を確認した後，Pearson の積率相関検定を行った。カン

ピロバクター属菌陽性群と陰性群のFPDスコアについて，F検定並びにKolmogorov-Smirnov検定の後，

Student の T 検定を行った。同菌陽性群の FPD スコアと同菌保有率について，Q-Q プロットで正規性を

確認した後に Pearson の積率相関検定を行った。 

 

成   績 

 8,000 羽のスコア 0-3 はそれぞれ 1,531 羽(19.1%)，2,335 羽(29.1%)，2,101 羽(26.3%)および 2,033 羽

(25.4%)であった。全ての群で FPD が認められ，各群の FPD スコアは 0.16～2.73（平均値±SD 1.58±

0.64，中央値 1.68）で，鶏群間で大きく異なった。各群の全部廃棄率は 0.2-3.9%（平均値±SD 0.79±

0.60，中央値 0.7）で，FPD スコアと同様に鶏群間で大きく異なった。Pearson の積率相関検定で統計学

的に有意な相関が認められ（P=0.0098），相関係数は 0.287（95%信頼区間 0.072-0.477），回帰係数推定

値は e 0.267 であった（図１）。 

カンピロバクター属菌は 5 群から分離され，全て Campylobacter jejuni であった。各群の陽性率は 70，

70，80，100 および 100％であった。同菌陽性群の FPD スコアは 0.64-2.43（平均値±SD 1.46±0.65，中



央値 1.37），陰性群のそれは 0.16-2.33（平均値±SD 1.47±0.69，中央値 1.69）で，T 検定で差は見られ

なかった（P=0.977）。カンピロバクター陽性群の FPD スコアと同菌保有率に Pearson の積率相関検定で

統計的に有意な相関が認められ（P=0.0106），相関係数は 0.949（95%信頼区間 0.481-0.997），回帰係数

推定値は 19.9 であった（図 2）。 

    

 

  

 

考   察 

調査した全ての群で FPD が認められ，その程度は Hashimoto らの報告［8］と同程度であった。このこと

は，国内のブロイラーの FPD が国外のそれに比べ重度であることを改めて示唆するように思われた。FPD

は１週齢から見出され，日数の経過により重篤化することが知られている［8］。国外に比べ国内ブロイラー

の飼育日数の長さが FPD の高罹患率及び重篤化の一因となっているのかもしれない。 

FPD スコアと廃棄率に正の相関が認められた。このことは，Hashimoto ら［3］の報告を支持するものと思

われた。FPD スコアと廃棄率の因果関係について明らかでないが，当該処理場では廃棄率の上昇ととも

に炎症性疾患の割合が増加し，廃棄率 2%以上の群ではその 70%以上を占め，亜急性漿膜炎型の大腸

菌症が多数であったことを確認している（データ非公表）。ブロイラーの大腸菌症は他病原体の感染や感

染症によるストレスが誘因となることが知られているが［7］， FPD によるストレスが大腸菌症の誘因の 1 つ

となり，廃棄率上昇を招くのかもしれない。今後は FPD と廃棄理由の関連について精査する必要があると

考えられた。 

限られた例数であるが，カンピロバクター属菌陽性群において FPD スコアと同菌保有率に正の相関が

認められた。Stephanie ら［4］は英国のブロイラーにおいて FPD が同菌保有率と関連のあることを示し，

FPD のストレスによる血中コルチゾール濃度の上昇が，同菌の腸管内への定着と増殖の誘因になると推

察している。これらのことから，国内のブロイラー鶏においても FPD の重篤化が同菌保有率を上昇させて

いるのかもしれない。 

さらなる調査が必要であるものの， FPD の程度が廃棄率並びにカンピロバクター保有率と関連してい

た事実は，既報の結果と併せ，動物福祉としての FPD 対策が食鳥検査時の廃棄率とカンピロバクター保

有率を低下させ，食鳥肉衛生を向上させる可能性を示唆するものと思われた。 

 

図 1. FPD スコアと廃棄率の相関 図 2. カンピロバクター陽性群の FPD スコアと

同菌保有率の相関 
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